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上
伊
那
社
会
保
障
推
進
協
議
会
駒
ケ
根

支
部
が
、
所
属
す
る
団
体
や
市
民
要
望
・

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
例
年
駒
ケ
根
市
に

申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

竹
村
誉
議
員
が
紹
介
者
と
な
り
、
市
長
を

交
え
て
の
市
側
と
の
懇
談
が
実
現
し
、
回

答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
は
そ
の
内
容

と
懇
談
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

駒
ケ
根
市
懇
談
会
要
望
書
（
主
旨
要
約
） 

１
、
障
が
い
者
及
び
子
ど
も
の
医
療
費 

の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
一
時
的
に
し
て

も
若
い
子
育
て
世
代
に
は
大
変
窓
口
で

の
無
料
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。 

回
答
→
当
市
単
独
で
行
う
こ
と
は
混

乱
を
招
く
こ
と
に
な
り
困
難
。 

 

尚
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
一
時
的
に

困
難
な
方
の
た
め
に
医
療
費
資
金
貸
付

制
度
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
の
医
療
機
関

へ
直
接
償
還
す
る
方
法
の
検
討
や
提
出

書
類
手
続
き
の
簡
素
化
を
含
め
実
施
す

る
予
定
。 

             

２
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
が
高
校
卒
業
ま
で
無
料
に

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。 

当
市
と
し
て
も
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。 

回
答
→
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策 

と
し
て
本
来
、
国
の
施
策
と
し
て
制
度
化

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
市
町
村
間
で
競
争

の
よ
う
に
支
給
範
囲
の
拡
大
が
実
施
さ

れ
る
現
状
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。 

 

３
、
安
心
し
て
里
帰
り
し
て
、
出
産
で
き

る
医
療
体
制
の
充
実
を
要
望
。 

回
答
→
出
産
場
所
が
徐
々
に
確
保
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
環
境
整
備
に
努
め

る
。 

 ４
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
に
よ
り
、
要
支

援
者
１
・
２
の
人
の
訪
問
介
護
と
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
は
市
の
事
業
に
移
行
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
よ
り
介
護
の
質
を
落
と
さ
ず
、
且

つ
利
用
料
の
引
き
上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
要
望
し
ま
す
。 

 

ま
た
介
護
者
を
出
さ
な
い
取
組
み
と
し

て
、
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ

う
に
機
能
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
か
。 

回
答
→
介
護
予
防
を
当
市
に
移
行
す

る
の
は
平
成
28
年
度
か
ら
と
予
定
し
て

い
る
が
、
当
市
の
事
業
に
移
行
に
な
っ
て

も
混
乱
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
す
る
。
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

―
は
利
用
者
が
選
択
参
加
出
来
る
受
け

皿
と
し
て
活
用
を
想
定
し
て
い
る. 

 

５
、
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
の
動
き
が

あ
る
中
で
、
国
や
県
の
支
援
を
増
や
し
て
、

保
険
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
駒
ヶ
根
市
に
お
い
て
も
、
他
市
な

み
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し

て
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

回
答
→
国
の
国
保
支
援
は
現
在
ま
だ

決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
追
加
公
費
早
期
実

現
は
強
く
要
求
し
て
い
き
た
い
。 

 

法
定
外
の
繰
り
入
れ
に
関
し
て
は
国

保
加
入
者
以
外
の
負
担
や
、
国
保
会
計
の

健
全
化
と
し
て
の
根
本
解
決
に
は
な
ら

ず
、
ま
た
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
り
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

６
、
上
伊
那
の
中
で
も
当
市
は
高
い
介
護

保
険
料
の
実
態
だ
。
こ
れ
以
上
あ
が
ら
な

い
よ
う
に
施
策
を
講
じ
て
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
て
く
だ
い
。 

ま
た
、
新
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は

い
く
ら
の
見
込
み
で
し
ょ
う
か
？ 

回
答
→
介
護
予
防
の
推
進
、
在
宅
介
護

の
推
進
に
取
り
組
み
に
よ
り
介
護
給
付

費
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
も
最
小
限
に
抑
え
て
い
く
。
新
年
度

の
介
護
保
険
料
は
１
月
以
降
に
国
の
介

護
報
酬
改
定
が
決
定
す
る
の
で
現
時
点

で
は
未
定
。 

 ７
、
交
通
弱
者
の
よ
り
所
と
し
て
の
生
活 

の
足
を
、
地
域
の
実
情
や
住
民
意
見
を
反 

映
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や
、
福
祉 

バ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
目
先
の
効
率 

に
と
ら
わ
れ
な
い
日
々
運
行
す
る
交
通 

機
関
を
再
開
し
て
頂
き
た
い
。 

回
答
→
こ
ま
タ
ク
と
割
引
タ
ク
シ
ー 

は
公
平
な
利
用
環
境
を
目
指
し
て
導
入

さ
れ
た
が
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
引

き
続
き
当
市
の
実
情
に
即
し
た
公
共
交

通
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
地
域
住
民
・
事

業
者
と
協
力
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

 

８
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
高
い

「
住 

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
に
対
し
て
は
、 

今
後
も
制
度
の
継
続
を
図
り
、
市
内
業
者 

を
守
る
た
め
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て 

頂
き
た
い
。 

ま
た
、
制
度
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
利

用 

者
や
業
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
条
件

の
緩
和
を
求
め
ま
す
。 

回
答
→
地
域
経
済
の
回
復
の
実
感
が 

得
ら
れ
な
い
状
況
が
続
く
中
、
来
年
度
は

当
初
予
算
に
計
上
す
る
よ
う
検
討
す
る
。 

 ９
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
国
会
で 

成
立
し
た
の
を
受
け
て
、
当
市
と
し
て
も 

小
規
模
・
個
人
事
業
者
へ
の
支
援
に
光
を 

当
て
る
こ
の
基
本
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、 

市
内
小
規
模
事
業
者
を
支
援
く
だ
さ
い
。

ま
た
施
策
に
当
た
っ
て
は
事
業
者
の 

声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

回
答
→
平
成
27
年
度
か
ら
意
欲
の
あ
る

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
広
告
宣
伝
、
店

舗
改
装
、
商
品
開
発
な
ど
に
か
か
る
費
用

を
支
援
す
る
制
度
を
創
設
す
る
予
定
。 

 

今
後
も
事
業
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら

実
態
の
把
握
に
努
め
小
規
模
事
業
者
の

振
興
を
進
め
て
い
く
。 

☆
こ
の
他
に
も
、
懇
談
時
間
を
フ
ル
に
使

い
、
市
民
生
活
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
活

発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
駒
ケ
根
市
議
員
団
は
今
後

も
市
民
の
切
実
な
要
求
に
応
え
、
市
民
と

共
に
手
を
携
え
、
市
政
を
前
進
さ
せ
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し

ま
す
。 

１２
月
議
会 

陳
情
書
審
査
状
況 

 

 

市
民
の
願
い
に
背
く
審
査
状
況 

 
総
務
産
業
委
員
会
審
査
分
委
員
長
以
外
５
名 

◇
集
団
的
自
衛
権
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情 

不
採
択 

 

採
択
１
、
不
採
択
４ 

◇
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る
法
律
の
制
定
を
求

め
る
陳
情
書 

 

継
続
審
議 

採
択
１
、
継
続
審
議
４ 

◇
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰
米
処
理
を

求
め
る
陳
情
書 

 

趣
旨
採
択 

採
択
１
、
趣
旨
採
択
４ 

 

※
別
件
の
陳
情
の
上
伊
那
農
政
対
策
委
員
会
か
ら

出
さ
れ
た
「
稲
作
農
家
の
経
営
の
安
定
に
関
す
る
陳

情
」
を
採
択
し
て
お
い
て
、
農
民
組
合
か
ら
出
さ
れ
た

同
趣
旨
の
陳
情
を
効
力
の
な
い
趣
旨
採
択
と
す
る
。 

◇
建
設
業
に
関
す
る
要
望
書 

一
部
採
択 

採
択
１
、
一
部
採
択
４ 

※
陳
情
書
内
の
要
望
項
目
に
あ
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
制
度
の
継
続
」
事
項
等
を
除
き
一
部
採
択
に
。 

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
「
竹
村
誉
議
員
」
が

一
般
質
問
で
年
度
当
初
か
ら
の
実
施
す
る
よ
う
、
取
り

上
げ
要
望
し
て
い
た
も
の 

 

文
教
厚
生
委
員
会
審
査
分 

委
員
長
以
外
６
名 

◇
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情
書 

不
採
択 

採
択
１
、
不
採
択
５ 

◇
安
全
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書 

不
採
択 

採
択
１
、
不
採
択
５ 

※
以
上
の
陳
情
に
採
択
に
賛
成
し
た
の

は
日
本
共
産
党
の
竹
村
誉
委
員
（
総
務
産

業
委
員
会
）
、
坂
本
裕
彦
委
員
（
文
教
厚

生
委
員
会
）
の
み
で
し
た
。 

 
 
 

 

こ
れ
ら
の
陳
情
に
対
し
、
不
採
択
に
し

た
委
員
の
大
半
は
「
国
の
方
針
が
決
ま
っ

て
い
な
い
」
と
か
「
市
民
総
意
に
な
っ
て

い
な
い
等
」
と
い
う
言
い
訳
で
す
が
、
本

来
市
民
生
活
の
向
上
や
待
遇
改
善
、
国
民

の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
の
願
い

と
し
て
の
意
見
書
は
、
市
民
の
声
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。 

市
民
の
声
を
市
政
に
‥ 

自
治
体
懇
談
会
の
申
し
入
れ
が
実
現 
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